
 

 

                                

                               

                               

                               

                               

2023年４月号 

  

倉
敷
市
議
会
２
月
定
例
会
が
２
月

17

日
か
ら
３
月

22

日
ま
で
開
催
さ

れ
、
一
般
質
問
に
登
壇
し
、
市
長
な

ら
び
に
執
行
部
よ
り
回
答
を
引
き
出

し
ま
し
た
。 

  

（
主
な
質
問
内
容
。
答
弁
に
つ
い
て
は
要
旨
） 

     

受
配
施
設
の
労
働
環
境
の
改
善
に

つ
い
て
は
、
各
校
の
現
状
を
踏
ま
え

て
検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
検
討
結
果
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。 

【
伊
東
市
長
】 

倉
敷
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場

の
受
配
施
設
に
は
、
勤
務
す
る
職
員

の
休
憩
室
の
有
無
、
ト
レ
ー
洗
浄
の

実
施
な
ど
業
務
環
境
の
状
況
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に

応
じ
た
対
策
を
行
う
こ
と
と
し
、
令

和
５
年
度
当
初
予
算
に
ス
ポ
ッ
ト
ク

ー
ラ
ー
ま
た
は
窓
用
エ
ア
コ
ン
の
関

係
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。 

設
置
時
期
に
つ
い
て
は
、
本
会
議

で
関
係
予
算
を
議
決
い
た
だ
い
た

ら
、
暑
さ
が
厳
し
く
な
る
前
ま
で

に
、
各
受
配
施
設
へ
設
置
で
き
る
よ

う
取
り
組
む
。 

              

倉
敷
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場

か
ら
給
食
を
提
供
さ
れ
る
19
校
の
う

ち
、
一
部
の
学
校
に
お
い
て
は
給
食

給
食
用
ト
レ
ー
の
洗
浄
に
つ
い
て 

学
校
給
食
共
同
調
理
場
受
配
校
の

受
配
施
設
に
つ
い
て 

受
配
施
設
の
労
働
環
境
の
対
応
に

つ
い
て 

～
一 

般 

質 

問
～ 

 

２
０
２
３
年
２
月
定
例
会 

  

用
ト
レ
ー
の
洗
浄
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
６
年
８
月
か
ら
の
調
理
業
務
等

委
託
業
契
約
で
は
、
給
食
用
ト
レ
ー

の
洗
浄
も
含
め
契
約
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。 

【
早
瀬
教
育
次
長
】 

現
在
、
倉
敷
中
央
学
校
給
食
共
同

調
理
場
で
は
、
受
配
校

19

校
の
う

ち
、
９
校
は
学
校
か
ら
食
器
と
と
も

に
ト
レ
ー
も
回
収
し
て
調
理
場
で
洗

浄
作
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
残
り
の

10
校
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
受
配
施

設
で
給
食
用
ト
レ
ー
の
洗
浄
を
行
っ

て
い
る
。 

受
配
施
設
で
洗
浄
し
て
い
る
給
食

用
ト
レ
ー
を
す
べ
て
回
収
し
、
洗
浄

作
業
を
行
う
た
め
に
は
、
機
材
の
調

達
や
配
送
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
８
月
か
ら
の

調
理
場
委
託
業
務
の
事
業
者
選
定
に

向
け
て
、
具
体
的
な
仕
様
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
た
い
。 

    

           

公
立
幼
稚
園
は
、
適
正
配
置
計
画

に
よ
り
、
計
画
的
な
規
模
の
適
正
化

が
図
ら
れ
、
園
数
が
か
な
り
減
っ
て

お
り
、
62
校
の
公
立
小
学
校
と
比
較

す
る
と
、
公
立
の
認
定
こ
ど
も
園
の

７
園
を
加
え
て
も
、
小
学
校
区
に
公

立
幼
稚
園
が
な
い
地
区
が
増
え
て
い

る
。 そ

の
た
め
、
公
立
幼
稚
園
の
通
園

エ
リ
ア
が
拡
大
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
徒
歩
や
自
転
車
の
通
園

を
原
則
と
し
て
い
る
公
立
幼
稚
園
と

し
て
、
通
園
エ
リ
ア
が
拡
大
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応

を
行
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。 

【
井
上
教
育
長
】 

倉
敷
市
立
幼
稚
園
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
の
小
学
校
区
に

公
立
幼
稚
園
が
あ
り
、
徒
歩
や
自
転

車
で
の
通
園
を
基
本
と
し
て
い
た
が
、

「
公
立
幼
稚
園
・
公
立
保
育
園
・
公

立
認
定
こ
ど
も
園
の
適
正
配
置
計

画
」
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
遠
方

か
ら
車
で
通
園
す
る
こ
と
と
な
っ
た

保
護
者
の
た
め
に
、
駐
車
場
を
整
備

し
て
き
て
い
る
。 

今
後
も
毎
年
公
表
す
る
適
正
配
置

計
画
の
中
で
、
園
児
数
の
推
移
を
考

慮
し
な
が
ら
、
徒
歩
や
自
転
車
で
の

通
園
が
難
し
い
保
護
者
が
増
加
す
る

場
合
に
は
、
園
の
敷
地
内
に
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
り
、
近
隣
の
施

設
や
敷
地
等
に
お
い
て
駐
車
場
を
整

備
し
た
り
す
る
な
ど
、
倉
敷
市
全
体

の
公
立
幼
稚
園
・
公
立
保
育
園
・
公

立
認
定
こ
ど
も
園
の
配
置
状
況
や
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
対
応
を
行

っ
て
い
く
。 

 

  

公
立
幼
稚
園
へ
通
園
し
よ
う
と
し

て
も
十
分
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
確
保

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
通
園
を
諦
め

た
と
い
う
方
が
い
る
と
聞
く
。 

ま
た
、
預
か
り
保
育
や
統
合
に
よ

り
、
駐
車
場
を
整
備
し
て
い
て
も
、

子
育
て
世
代
の
車
は
大
型
化
し
て
お

り
、
駐
車
が
難
し
い
と
か
、
付
近
の

路
上
で
待
機
さ
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な

る
こ
と
も
あ
る
と
聞
く
。 

今
後
、
公
立
幼
稚
園
の
整
備
に
あ

た
っ
て
は
、
園
庭
の
一
部
を
駐
車
場

子
育
て
支
援
に
つ
い
て 

公
立
幼
稚
園
の
現
状
に
つ
い
て 

公
立
幼
稚
園
の
駐
車
場
整
備
に
つ
い

て 

塩津たかあきホームページはこちらから  http://www3.kct.ne.jp/~tkaksot_402/ 

(1) 2023 年４月                    － 市議会だより － 
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て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
昨
今
は

相
談
件
数
の
増
加
と
と
も
に
、
事
案

の
複
雑
化
が
見
ら
れ
る
傾
向
に
あ

る
。 園

と
し
て
保
護
者
や
近
隣
と
の
信

頼
関
係
の
構
築
に
努
め
、
園
の
保
育

の
向
上
に
つ
な
が
る
要
望
等
に
対
し

て
真
摯
に
対
応
す
る
こ
と
は
、
非
常

に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
が
、
過
度
な

要
求
等
に
対
し
て
は
、
園
の
適
切
な

運
営
を
進
め
る
た
め
に
も
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

こ
の
た
め
、
市
に
お
い
て
園
を
利

用
す
る
際
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
作

成
し
、
保
護
者
へ
の
周
知
を
図
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
複
雑
化
す
る
事
案

に
対
応
で
き
る
よ
う
令
和
５
年
４
月

か
ら
教
育
委
員
会
と
同
様
に
、
保

育
・
幼
稚
園
課
に
警
察
Ｏ
Ｂ
を
配
置

し
、
体
制
を
強
化
し
て
い
く
。 

 

の
施
行
前
は
72
％
程
度
だ
っ
た
就
園

率
が
、
現
在
で
は
４
・
５
歳
児
の
就

園
状
況
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
95
％
近

く
に
な
っ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
就
園
希
望
年
齢
の
低
年

齢
化
が
進
み
、
５
年
前
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
約
10
％
増
加
し
、
１
歳
児
で
は
約

55
％
、
２
歳
児
で
は
約
60
％
の
方
が

就
園
さ
れ
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て

も
、
１
・
２
歳
児
の
就
園
率
の
上
昇

と
、
３
歳
児
以
上
の
保
育
園
や
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
入
所
希
望
者
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
状
況
で
あ
る
。 

   

就
園
率
の
上
昇
に
と
も
な
い
、
各

園
で
は
保
護
者
対
応
や
近
隣
対
応
等

に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
お

り
、
警
察
等
へ
の
相
談
に
至
る
事
例

も
聞
い
て
い
る
。
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対

応
に
苦
慮
す
る
就
学
前
施
設
に
対
し

て
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。 

【
藤
原
保
健
福
祉
局
長
】 

本
市
で
は
、
平
成
30
年
４
月
に
保

育
・
幼
稚
園
課
内
に
保
育
・
幼
稚
園

支
援
室
を
設
置
し
、
保
護
者
対
応
等

に
つ
い
て
各
園
か
ら
の
様
々
な
相
談

に
応
じ
、
解
決
に
向
け
て
教
育
委
員

会
や
警
察
等
の
関
係
機
関
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
全
面
的
に
支
援
し

先
ず
は
、
様
々
な
子
育
て
支
援
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
中
で
、
他
の
自
治

体
の
実
施
状
況
や
成
果
等
を
調
査
し

て
い
く
。 

 

  

待
機
児
童
対
策
や
公
立
幼
稚
園
で

の
３
歳
児
保
育
の
実
施
に
よ
り
、
就

学
前
施
設
へ
の
就
園
率
が
高
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に

ど
の
程
度
の
就
園
率
と
な
っ
て
い
る

の
か
。 

【
伊
東
市
長
】 

本
市
の
就
学
前
施
設
へ
の
就
園
に

つ
い
て
は
、
女
性
の
就
業
率
の
高
ま

り
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
加

え
、
平
成

27

年
４
月
か
ら
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
施
行

や
、
令
和
元
年
10
月
か
ら
の
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
の
実
施
に
合
わ

せ
た
３
歳
児
保
育
の
拡
充
や
保
育
園

等
の
新
設
・
定
員
増
、
小
規
模
保
育

事
業
の
推
進
等
に
よ
り
、
大
幅
に
上

昇
し
て
い
る
。 

具
体
的
に
は
、
令
和
４
年
４
月
の

段
階
で
、
全
体
で
約
70
％
程
度
の
就

園
率
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
５

年
前
と
比
較
す
る
と
、
５
％
程
度
上

昇
し
て
い
る
。 

ま
た
、
特
に
３
歳
児
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

活
用
し
た
り
す
る
等
し
て
、
対
応
し

て
行
き
た
い
。 

 

  

子
育
て
世
代
の
中
に
は
、
車
だ
け

で
な
く
、
自
転
車
等
を
活
用
し
て
子

育
て
を
行
っ
て
い
る
方
も
多
く
い

る
。 こ

う
い
っ
た
子
育
て
世
代
へ
の
支

援
と
し
て
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

や
幼
児
用
装
着
座
席
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

等
を
対
象
と
し
た
助
成
を
始
め
て
み

て
は
と
思
う
が
見
解
を
伺
い
た
い
。 

【
藤
原
保
健
福
祉
局
長
】 

本
市
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、
伴
走
型
支
援
を
行
う
「
倉
敷
市

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
」
を
既
に

開
始
し
て
お
り
、
ま
た
、
新
た
に
令

和
５
年
度
か
ら
、
子
ど
も
医
療
費
の

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
通
院
分
も
全

額
市
が
負
担
す
る
な
ど
、
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。 本

市
で
は
、
平
成

22

年

11

月
か

ら
、
岡
山
県
の
補
助
金
を
活
用
し

て
、
３
人
乗
り
自
転
車
の
普
及
啓
発

を
目
的
に
、
安
全
基
準
を
満
た
し
た

３
人
乗
り
自
転
車
の
貸
し
出
し
を
行

っ
て
い
た
。 

提
案
の
あ
っ
た
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
等
の
購
入
補
助
に
つ
い
て
は
、

と
し
て
整
備
し
な
お
す
な
ど
、
現
在

の
保
護
者
の
状
況
に
応
じ
た
施
設
整

備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
い
た
い
。 

【
井
上
教
育
長
】 

           

倉
敷
市
立
幼
稚
園
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
適
正
配
置
計
画
に
基
づ
く

公
立
幼
稚
園
の
統
合
や
、
頂
か
り
保

育
の
開
始
等
に
よ
り
、
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
整
備
を

し
て
き
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
車
の
大
型
化

や
、
預
か
り
保
育
の
利
用
者
の
増

加
、
適
正
配
置
等
に
よ
り
遠
方
か
ら

通
園
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
園
児

の
増
加
等
に
よ
っ
て
、
今
後
、
十
分

な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
な
く

な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
各
園
の
状

況
に
応
じ
て
、
敷
地
内
の
一
部
を
駐

車
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
再
整
備
し
た

り
、
近
隣
の
敷
地
を
駐
車
場
と
し
て

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
や
幼
児
用
装

着
座
席
等
の
支
援
に
つ
い
て 

就
園
率
が
高
ま
る
こ
と
で
生
じ
て
い

る
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て 

就
学
前
施
設
の
就
園
率
つ
い
て 

－ 市議会だより －                   2023年 4 月 (2) 



 

 

                               

(3) 2023 年４月                    － 市議会だより － 

電気自動車等導入費補助事業 事業費 1,400 万円  ※2月補正予算前倒し計上 4,500万円 

プラグインハイブリッド自動車・燃料電池自動車及び普通充電設備・
V2H 充放電設備の導入促進のため助成を行います。 
（補助額） 
 ・プラグインハイブリッド自動車 10 万円/台(予定台数)100 台 
 ・燃料電池自動車   50 万円／台 (予定台数) 2 台 
 ・普通充電設備   上限 10 万円/基 (予定基数)10 基 
 ・V2H 充放電設備  上限 10 万円/基 (予定基数)20 基 
  
 ※電気自動車に対する補助は２月補正予算に前倒し計上 
  15 万円/台 (予定台数)300 台 
 

主な経費 補助金 

担当課 環境リサイクル局 環境政策課 

  

  

  

 

ZEH・太陽光発電等導入促進事業 事業費 7,625 万円 

ZEH(ネット･ゼロ･エネルギー・ハウス)の普及や、住宅用太陽光発電システム等の導入を促進するため助成を行い
ます。 ※ZEH とは、年間消費エネルギー量が正味で概ねゼロ以下の住宅 

(補助対象) 
・ZEH(新築･改修)20 万円/戸 (予定戸数)40 戸 
・新築・既築住宅用太陽熱利用システム 上限 3 万円/件(予定件数)30 件 
・新築・既築住宅用家庭用燃料電池(エネファーム) 

上限 7 万円/台(予定台数)50 台 
・新築・既築住宅用リチウムイオン蓄電池 

2 万円/㎾ h ※上限 4 ㎾ h(予定件数)400 台 
・既築住宅用太陽光発電システム 

2 万円/㎾ ※上限 4 ㎾(予定件数)300 件 

主な経費 補助金 

担当課 環境リサイクル局 環境政策課 

 子ども医療費助成事業 事業費 22 億 4,120 万円 

通院･入院ともに中学校 3
年生までの医療費を無料
化します。 
 
※通院分を中学校 3 年生
までに拡大します。シス
テム改修後、対象者に新
しい受給資格者証を送付
し令和 5 年 7 月から適用
開始します。 
 

主な経費 扶助費 

担当課 保健福祉局 医療給付課 

 

小学校特別教室エアコン設置事業 事業費13億6,800万円 

小学校 61 校の特別教室に
エアコンを設置します。 
 
 
 
 
 
 
※2月補正予算前倒し計上 
 
 

主な経費 工事費 

担当課 教育委員会 教育施設課 

 学校給食運営事業 事業費 2 億 5,821 万円 

食料品価格高騰の影響を
大きく受けている子育て
世帯の負担軽減を図るた
めに、小中学校給食費の
令和 5 年度 1 か月分を支
援します。 
 
 
※2月補正予算前倒し計上 
 
 

主な経費 負担金 

担当課 教育委員会 保健体育課 

 

企業誘致推進事業 事業費 14 億 6,938万円 

市内産業の活性化、競争
力強化、雇用の維持・創
出を図り、税収の増加に
つなげるため、工場等の
新増設等を行う事業者へ
の助成を実施します。 

・企業立地促進奨励金(1 件) 

・設備投資促進奨励金(70 件) 

・物流施設誘致促進助成金(1 件) 

・オフィス開設等奨励金(6件) 

 

主な経費 補助金 

担当課 文化産業局 商工課 

 

＜令和５年度一般会計当初予算＞～主な歳出の概要～ 



 

 

ｖ 
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皆さんのご意見や市政についてのご相談を受け付けています。 お気軽にお声掛け，またはお電話にてご連絡下さい。 

 

農作物鳥獣害防止事業 事業費 3,335 万円 

有害鳥獣をワナ等を用い
て駆除し、農作物の被害
防止を図ります。 
また、新たに有害獣防護
柵を共同設置する場合、
費用の一部を助成しま
す。 
 
補助率：2/3 
補助上限額：50 万円 
 

主な経費 駆除委託料 補助金 

担当課 文化産業局 農林水産課 

 

電気･ガス価格高騰緊急経済対策事業 事業費7億5,370万円 

電気･ガス価格高騰の影響
を大きく受けている中小
企業者等を支援します。 
 
 
 
 
 
※2月補正予算前倒し計上 
 
 

主な経費 補助金 

担当課 文化産業局 事業継続推進室 

 
緊急告知 FMラジオ購入費補助事業 事業費 1,928万円 

令和 7 年度末の屋外拡声
塔廃止の代替として、緊
急告知 FM ラジオの購入
費を補助します。 
 

対象：避難行動要支援者、ス
マートフォンを所有し
ない 65 歳以上の方の
みの世帯(1世帯1台限り) 

補助額：税込 2,000 円で購入でき

るように差額を補助。 

主な経費 補助金 

担当課 総務局 危機管理課 

 

粗大ごみ処理手数料キャッシュレス化事業 事業費 49 万円 

粗大ごみの自己搬入に伴
う処理手数料の支払いに
キャッシュレス決済が利
用できるようになりま
す。 
(利用可能場所) 
倉敷・水島・児島・玉島
環境センター、東部埋立
事業所 
 
 

主な経費 手数料 備品購入費 

担当課 環境リサイクル局 一般廃棄物対策課 

 
デジタル田園都市国家構想推進事業(地域ポータル) 
事業費 4,416 万円 【債務負担行為 1,405万円】 

デジタルを活用して地域
の課題解決や魅力向上の
実現を図るため、スマー
トフォン等を用いて、市
民が手続き等を便利に行
える地域ポータルアプリ
を導入します。 
 
 
 

主な経費 システム導入委託料 

担当課 企画財政局 デジタルガバメント推進室 

 

デジタル田園都市国家構想推進事業(保育支援システム) 
事業費 2,903 万円 【債務負担行為 871万円】 

デジタルを活用して、公
立保育所・公立認定こど
も園と保護者が相互に連
絡を取ることができる機
能などを有した、保育士
と保護者双方の利便性向
上を図るための保育支援
システムを導入します。 
 
 

主な経費 システム導入委託料 

担当課 保健福祉局 保育･幼稚園課 

 デジタル田園都市国家構想推進事業(観光アプリ) 
事業費 4,001 万円 【債務負担行為 1,290万円】 

デジタルを活用して地域
の課題解決や魅力向上の
実現を図るため、スマー
トフォン等を用いて、市
内観光地の混雑情報やイ
ベント情報等を観光客に
提供する観光アプリを導
入します。 
 
 

主な経費 システム導入委託料 

担当課 文化産業局 観光課 

 

デジタル田園都市国家構想推進事業(保護者連絡システム) 

事業費 4,693 万円 【債務負担行為 3,122万円】 
デジタルを活用して、学
校園と保護者間における
意思疎通がスムーズに行
えるように双方向での連
絡機能等を有した保護者
連絡システムを導入しま
す。 
 
 
 

主な経費 システム導入委託料 

担当課 教育委員会 教育 ICT 推進課 

 

○倉敷市議会ホームページ▶ http://www.city.kurashiki.okayama.jp/gikai/ 

○議会映像配信(生中継・録画中継)▶ http://kurashiki.media-streaming.jp 
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